
　

東
鼎
公
民
館
の
広
場
に

は
、
樹
齢
60
年
を
超
え
る

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
３
本
、

樹
齢
約
20
年
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
、
樹
齢
約
15
年
の
半
八

重
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
麻
績

の
里
舞
台
桜
）
が
あ
り
、
春
に
は

そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異
な
る
花
を
咲

か
せ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

例
年
、
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て

提
灯
の
飾
り
つ
け
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
夜
桜
を
鑑
賞
で
き
る
ほ

ど
の
明
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
６
年
度
鼎
地
区

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て

フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
10

基
購
入
し
、
桜
の
開
花
に
合
わ
せ

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
29
日（
日
）に
点
灯
式
と
、

幻
想
的
な
花
を
楽
し
み
な
が
ら

の
焼
き
肉
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

納
涼
祭
、
文
化
祭
と
合
わ
せ
、

春
の
桜
ま
つ
り
を
区
民
相
互
の

交
流
の
場
と
し
て
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

■地域振興
　 令和７年度事業がスタート
■ 生活安全
　 春の交通安全、春季祭典警備
■ 環境衛生
　 年間計画について
■ 子どもを育む
　 委員長挨拶、各地区の活動
■ 消防団
　 水防訓練、消防技術大会
■ 健康福祉
　 委員長あいさつ、年間計画について

東鼎区の夜桜点灯式に参加した皆さん
●CONTENTS
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ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
並
び
に

自
主
防
災
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
体
制
の
充
実
は
最
重
要
課

題
で
す
。
11
月
に
避
難
所
開
設
訓

練
を
行
い
、
様
々
な
問
題
点
を
洗

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
専
門
的
な
知
識
を
備
え

る
「
防
災
士
」
の
育
成
を
す
る
と

共
に
、
継
続
的
な
防
災
体
制
を
作

る
た
め
に
「
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
」

制
度
を
検
討
し
ま
す
。

　

県
道
青
木
東
鼎
線
下
山
工
区
の

工
事
は
、
新
た
な
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
広
告
規
制
や
花
作
り
等
沿

線
の
景
観
形
成
も
検
討
し
ま
す
。

河
川
の
越
水
対
策
も
重
要
で
す
。

鼎
全
体
の
増
水
個
所
を
点
検
し
て

水
害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

複
合
公
共
施
設
は
飯
田
市
の
新

文
化
会
館
の
建
設
計
画
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
松
川
工
区

の
工
事
は
４
年
ほ
ど
遅
れ
る
と
の

見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
妙
琴

公
園
は
鼎
全
体
の
財
産
で
す
。
住

民
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

将
来
構
想
を
検
討
し
ま
す
。

　

組
合
未
加
入
の
方
が
半
数
近
く

に
な
り
大
き
な
課
題
で
す
。
万
一

の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
全
て

の
住
民
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
自
治

会
活
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

女
性
の
方
々
の
様
々
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
機
会
を

増
や
し
て
、
自
治
会
活
動
に
生
か

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
鼎
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
並
び
に
鼎
地
区
自
主
防

災
会
の
総
会
が
4
月
22
日（
火
）午

後
６
時
よ
り
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
未
加
入
問
題
を
は
じ
め
新

た
に
女
性
の
声
を
反
映
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
『
女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
推
進
、
県
道
下
山
工
区
の

早
期
着
工
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
、

車
川
の
越
水
対
策
、
自
主
防
災
関

係
で
は
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
啓
発
、〝
そ
な
え
〞
な
ど
、
大
き

な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
現
況
の

中
で
安
心
・
安
全
の
ま
ち
を
造
る

防
災
体
制
の
充
実
な
ど
、
確
認
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
人
口
減

少
や
担
い
手
不
足
に
伴
い
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
が
で
き
る
こ
と
も

限
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
多
様
な
主
体
と

協
働
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
在
り
方
の
一
つ
で
す
。

そ
ん
な
点
に
も
意
を
配
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
地
域
振
興
部
会
】

◆
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

•
○新（
仮
称
）景
観
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
の
設
置
と
講
演
会
等
に
よ

る
意
識
の
醸
成

•
○新
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
・
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
価
値

観
の
醸
成
と
居
場
所
づ
く
り

•
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

•
○新
住
民
自
治
の
学
習
と
実
態
把
握

•
○新
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
拡
充
・

講
演
会
の
開
催

◆
地
域
資
源
を
活
か
し
た
環
境
教

育•
○新
再
エ
ネ
事
業
を
活
用
し
た
環

境
教
育

•
○新
木
育
に
よ
る
環
境
教
育
の
推
進

◆
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
妙

琴
公
園
将
来
構
想
の
再
検
討

•
風
致
公
園
を
見
直
し
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
構
想
の
研
究

◆
防
災
体
制
の
充
実

•
災
害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
等

を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
所
有
者

等
の
把
握
と
活
用
に
向
け
た
協
議

•
地
区
防
災
計
画
の
見
直
し

•
指
定
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練

•
○新
「
防
災
士
」の
育
成
支
援
と

「
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
設
置
検
討

会　長
奥村充由

副会長
戸﨑　敬

　令和７年度は、「第４次鼎地区基本構想基本計画　人・暮らし・文化が潤う　夢あ
るかなえ」の中期４年間の３年目となります。８つの“かなえ”は「こうありたい」構
想に基づき、具体的な事業を実施してまいります。
　①住んでみたくなるまち・かなえ　②人に優しく輝くまち・かなえ　③安らぎと
絆を持てるまち・かなえ　④多様な文化が漂うまち・かなえ　⑤活力のあるまち・
かなえ　⑥夢と魅力あふれる人が集うまち・かなえ　⑦地域コミュニティで人の交
流が深まるまち・かなえ　⑧持続発展可能な住みやすいまち・かなえ

鼎地区まちづくり委員会　令和７年度総会で事業計画等を決定
～知っていますか　８つの“かなえ”は「こうありたい」構想～

任期２年の折り返しとなった令和７年度総会

多
様
な
主
体
と　
　

協
働
し
て

令
和
７
年
度
に
お
け
る

主
な
事
業
計
画



　組合加入率の低下は、人間関係が希薄になり、災害時における地域の助け合いにも大きな影響をもたらします。当委員会では１年間を通して「組合未加入
問題」に向き合い対策を講じてまいりました。また、初めて本格的な「指定避難所の設置訓練」を実施するとともに、女性の意見等がまちづくり委員会の活
動に反映できていないとの反省に立ち、新たに「女性プロジェクト」を立ち上げ、「女性フォーラム」の開催など各種事業を実施しました。
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【７つの重点事業】
◆安心安全なまちづくりを実現するための「防災体制の強化」　　◆コミュニティに関する共通した価値観の醸成と地域の居場所づくり（つながる場所）の推進 
◆県道青木東鼎線沿線を中心とした「景観まちづくり」の推進と下山工区の早期着工　　◆持続可能な地域自治組織のへの移行と多様な主体に対する支援及
び主体間の連携強化　　◆リニア中央新幹線松川工区における安全対策と地域振興　　◆地域資源を活かした環境にやさしい人づくり　　◆複合公共施設の
建設促進に向けた取り組み　

矢
高
諏
訪
神
社
春
季
祭
典

年
番　

西
鼎
区

名
古
熊
獅
子
舞
保
存
会

　

「
イ
ャ
サ
ッ
サ
ー
」
の
掛
け
声

と
共
に
眠
り
か
ら
覚
め
た
獅
子
が
、

獲
物
を
探
し
、
見
つ
け
、
狙
い
を

定
め
て
全
身
を
震
わ
せ
、
獲
物
に

向
か
っ
て
大
き
く
飛
び
か
か
り
、

首
を
最
大
に
伸
ば
し
、
神
社
拝
殿

や
各
戸
の
玄
関
の
奥
ま
で
舞
込
み
、

最
後
は
頭
回
し
で
終
わ
る
の
が
本

舞
の
所
作
で
す
。
今
年
も
名
古
熊

神
社
春
季
祭
典
期
間
に
神
社
奉
納

舞
い
と
区
内
練
り
歩
き
を
、
子
供

お
囃
子
教
室
で
「
舞
い
と
お
囃

子
」
を
勉
強
し
て
い
る
16
名
の
子

ど
も
達
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
加

わ
り
、
総
勢
80
余
名
で
華
や
か
に

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
今
後
も
文
化

継
承
と
地
域
活
動
交
流
の
場
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

矢
高
諏
訪
神
社
の
春
季
祭
典
が

４
月
12
日
・
13
日
の
両
日
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
氏
子
は
下

山
、
上
山
、
中
平
、
下
茶
屋
、
上

茶
屋
、
東
鼎
、
西
鼎
の
区
民
で
、

今
年
は
西
鼎
が
年
番
を
担
い
ま

す
。
奉
納
行
事
、
伝
統
の
獅
子
舞

と
茶
屋
町
太
鼓
が
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
西
鼎
区
に
お
い
て

は
、
獅
子
が
な
い
た
め
、
区
民
の

安
全
と
反
映
を
東
鼎
の
獅
子
舞
で

祈
願
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西

鼎
は
、
昔
屋
台
が
あ
り
、
町
内
を

盛
り
上
げ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

に
伴
い
、
屋
台
も
老
朽
化
し
て
消

滅
。
そ
の
後
、「
鯉
の
ぼ
り
祭
り
」

と
形
を
変
え
て
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。
秋
は
神

輿
で
区
内
を
周
り
、
区
の
発
展
等

を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
他
地
区
の

皆
様
の
ご
協
力
で
、
で
き
る
お
祭

り
で
す
。
年
々
、
神
輿
の
担
ぎ
手

が
減
少
し
、
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま

れ
る
状
況
等
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
矢
高
諏
訪
神
社
の
氏
子
の

年
番
を
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、

五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
無
病
息

災
、
地
域
の
発
展
を
祈
願
し
、
春

祭
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

収入合計
４５，２７６
（単位:千円）

まちづくり委員会費
11,454
26.90%

事業に応じた
飯田市交付金
329　0.77%
その他交付金
（社協他）
1,480　 3.5%

 
 
 
 

10,891
25.58%

地区の規模に応じた
飯田市交付金

事業委託収入
 4,466
10.49%

まちづくり委員会費
11,355
25.08%

事業に応じた
飯田市交付金
342　0.76%
その他交付金
（社協他）
1,417　 3.13%

 
 
 
 

10,856
23.98%

地区の規模に応じた
飯田市交付金

事業委託収入
 4,442
9.81%

支出合計
３１，７７２
（単位:千円）

収入合計
４２，５８１
（単位:千円）

支出合計
４５，２７６
（単位:千円）

生活安全
 1,998　6.29%

子どもを育む
1,027　0.77%

健康福祉
2,665　8.39%

環境衛生    
 2,013　6.34%

地域振興

地域振興

公民館
3,175　9.99%

まちづくり
委員会運営費
　　12,331
　　38.81%

8,563
26.95%

生活安全
2,943　6.50%

子どもを育む
2,244　4.96%

健康福祉
 3,098　6.84%

環境衛生    
 2,307　5.10%

公民館
　4,933　10.90%

まちづくり
委員会運営費
　　16,737
　　36.97%

13,014
28.74%

消防協力費ほか 
消防協力費ほか 

多
様
な
文
化
が
漂
う
ま
ち
・
か
な
え

　
各
区
に
お
い
て
春
ま
つ
り
が
開
催

令
和
６
年
度
決
算

令
和
７
年
度
予
算

多
様
な
文
化
が
漂
う
ま
ち
・
か
な
え

　
各
区
に
お
い
て
春
ま
つ
り
が
開
催

その他収入
3,329
7.82%

繰越金
10,632
24.97%

その他収入
6,053
13.37%

繰越金
10,811
23.88%



（4）令和7年6月25日 第94号　　

　

４
月
22
日（
火
）に
鼎
小
学
校
に

て
交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
、

６
名
の
指
導
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児

童
達
が
歩
行
訓
練
を
行
う
様
子
を

各
ポ
イ
ン
ト
（
交
差
点
）
に
立
っ

て
指
導
し
ま
し
た
。

　

横
断
歩
道
を
渡
る
時
、
お
友
達

と
左
右
確
認
し
て
渡
る
の
で
す
が
、

確
認
が
長
す
ぎ
て
信
号
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
一
度
で
渡
れ
な
い
児

童
も
見
か
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
光

景
を
見
て
い
る
と
、
改
め
て
、

「
安
全
運
転
」
し
な
き
ゃ
な
と
痛

感
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
し
っ
か
り
交
通
ル

ー
ル
を
守
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
人
達
は
そ
れ
以
上
に
し
っ
か
り

と
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

「
安
全
運
転
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
と
啓
発
グ
ッ
ズ
（
ば

ん
そ
う
こ
う
）、
交
通
安

全
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
袋

詰
め
し
、
女
性
部
長
が
鼎

小
学
校
の
１
年
生
に
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

生
活
安
全
委
員
一
同
、

子
ど
も
達
の
交
通
事
故
が

ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

４
月
13
日（
日
）に
東
鼎
区
内
と

矢
高
諏
訪
神
社
春
季
祭
典
獅
子
舞

奉
納
の
警
備
に
協
力
し
ま
し
た
。

他
地
区
で
も
、
生
活
安
全
委
員
が

警
備
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
中
で
の
警
備
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
安

全
第
一
に
、
通
行
車
両
を
円
滑
に

誘
導
す
る
」
こ
と
と
し
、
交
通
警

備
に
当
た
っ
た
全
員
が
司
令
員
の

指
示
に
従
い
車
両
の
誘
導
を
円
滑

に
行
い
、
無
事
、
獅
子
舞
巡
行
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
に
向
け
、
警
備
用
品
の
保

全
を
定
期
的
に
行
い
、
滞
り
な
く

警
備
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
７
日（
月
）に
、
東
鼎
交
差

点
に
て
人
波
ル
ー
ト
作
戦
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

下
山
・
東
鼎
・
西
鼎
・
下
茶

屋
・
中
平
の
交
通
指
導
員
や
名
古

熊
交
番
所
長
な
ど
約
50
名
が
参
加

し
、「
安
全
運
転
」
や
「
飲
酒
運

転
追
放
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗

を
掲
げ
、
出
勤
・
通
学
中
の
運
転

手
や
学
生
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

や
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
出
発
し
、
焦
ら
ず
安
全

な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

鼎
小
学
校

　
交
通
安
全
教
室

下
茶
屋
支
部
長
　
　
　
　

　
関
島
守
夫

矢
高
諏
訪
神
社

　
春
季
祭
典
の
警
備

東
鼎
支
部
長
　
　
　
　
　

　
村
上
　
昇

４
月
６
日
か
ら
15
日

春
の
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

鼎小学校新入生用
ランドセルカバー贈呈
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令
和
７
年
度
鼎
地
区

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

毎
月
第
１
〜
第
４
土
曜
日
の
午

前
７
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
、
左

表
の
と
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
ガ
ラ
ス
び
ん
を
ど
こ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
指
定

ご
み
袋
、
収
入
証
紙
シ
ー
ル
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
鼎
地
区
独
自
事

業
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
時
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
の
収
益

金
は
、
一
部
を
鼎
・
小
中
学
校
へ

寄
付
し
、
残
り
を
各
地
区
の
収
集

量
に
応
じ
て
分
配
し
、
委
員
会
の

活
動
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

　

西
鼎
区
で
は
、
地
域
の
皆
様
と

協
力
し
な
が
ら
、
環
境
美
化
に
向

け
た
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
５
月
５
日
に
は
、
恒
例
の

「
西
鼎
鯉
の
ぼ
り
祭
り
」
に
あ
わ

せ
、「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
他
地
区
よ
り
一
足
先
に
ご

み
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
58
人
（
大
人

48
人
、
子
ど
も
10
人
）
の
皆
さ
ん

が
参
加
。
松
川
の
河
川
敷
や
道
路

沿
い
を
中
心
に
ご
み
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ポ
イ
捨
て
も
多
く
見
ら
れ

身
近
な
場
所
で
の
環
境
問
題
を
改

め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
積
極
的
に
参

加
し
て
く
れ
、
地
域
の
自
然
や
環

境
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
10
日
に
は
西
鼎
公

園
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
当
番
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
飯
田
市
の

環
境
行
政
の
一
貫
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
環
境
衛

生
委
員
が
責
任
を
持
っ
て
こ
の
活

動
を
支
え
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ア
ル

ミ
缶
の
分
別
回
収
を
行
い
、
多
く

の
方
に
資
源
回
収
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

西
鼎
区
で
は
、
今
後
も
清
掃
活

動
や
資
源
回
収
な
ど
を
通
じ
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
は
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
７
年
・
８
年
度
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
員
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
櫻
井

と
申
し
ま
す
。
不
慣
れ
な
点
が
多

い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
精
一
杯
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
25
日
に
飯
田
市
役
所
に
お

い
て
任
命
式
が
あ
り
、
市
長
か
ら

当
該
役
職
を
賜
り
ま
し
た
。
前
任

者
か
ら
場
所
コ
ー
ス
等
案
内
さ
れ
、

備
品
等
の
引
継
ぎ
を
受
け
て
パ
ト

ロ
ー
ル
の
あ
ら
ま
し
を
伺
い
ま
し

た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎
月
２
回
が

原
則
で
５
月
は
連
休
明
け
か
ら
開

始
し
て
お
り
ま
す
。
始
め
た
ば
か

り
で
不
法
投
棄
の
減
少
に
ど
の
程

度
役
立
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
車
両
の

表
示
や
黄
色
の
シ
ャ
ツ
を
見
て
、

不
法
投
棄
や
、
ポ
イ
捨
て
が
減
少

す
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
環

境
美
化
及
び
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

き
れ
い
な
街
の
実
現
に
向
け
て
、

ご
み
が
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
環
境

美
化
活
動
に
引
き
続
き
一
層
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

西
鼎
区
で
の
取
り
組
み

西
鼎
支
部
長　

前
澤
秀
夫

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員
挨
拶

櫻
井
彰
博

第１土曜日

第２土曜日
第３土曜日
第４土曜日

切 石
上茶屋
上 山
一 色
名古熊

切石杉の子館（旧鼎西保育園）
久米路橋際
上山区民センター
一色公民館
名古熊公民館駐車場

東 鼎
下 山
西 鼎
下茶屋
中 平

飯田信用金庫鼎支店駐車場
下山区民会館
西鼎公園
下茶屋区駐車場
鼎コミュニティ防災センター駐車場

区 会場名 会場名区
偶数月 奇数月

■鼎地区リサイクルステーションのご案内

なくそうポイすて
つくろう美しい街
　　　　　鼎

※１月は第１土曜日（1/3）の収集がありません。
　1/10からの収集となり１週ずつずれますのでご注意ください。
　リサイクルカレンダーをご確認ください。
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地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
子

ど
も
を
育
む
委
員
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
学
式
、
見
守
り
隊
紹
介
式
、

年
度
始
め
の
事
業
を
終
え
ま
し
た
。

紹
介
式
で
は
不
安
と
希
望
に
満
ち

た
子
に
、
委
員
会
と
し
て
伝
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
事
を
短
時
間
で

伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

考
え
、
小
道
具
を
使
っ
て
あ
い
さ

つ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
や
り
ま
す
！

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
！
合
言
葉
は

「
子
ど
も
達
に
日
常
で
は
体
験
で

き
な
い
学
習
の
場
を
」
で
す
。
６

月
28
日（
土
）の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

で
は
、
子
ど
も
達
に
た
く
さ
ん
の

「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
」
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

委
員
会
各
支
部
の
取
り
組
み
を

み
る
と
、
と
て
も
魅
力
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。『
全
体
に
声

を
掛
け
る
の
は
無
理
で
も
、
隣
り

合
っ
た
地
区
で
共
同
開
催
す
る
の

も
お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
』、

『
自
分
の
地
区
で
も
盛
り
上
が
る

か
も
』、
な
ど
い
く
つ
か
選
択
肢

が
思
い
つ
く
の
は
、
少
し
余
裕
が

で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
役
が
人
を
育
て
る
」
と
言
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
委
員
長
で
す
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
1
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
学
園
構
想
、
子

ど
も
の
居
場
所
、
部
活
動
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
新
聞
雑
誌
等
で
良

く
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
過
渡
期
の
中
で

価
値
観
や
仕
組
み
が
変
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
変
化
に
つ

い
て
い
け
る
よ
う
委
員
会
一
丸
と

な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
、
委
員
会
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
も
４
月
４
日
に
始

業
式
・
入
学
式
を
迎
え
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
下
茶
屋
支
部
に
お
い

て
も
「
児
童
・
生
徒
が
安
全
で
楽

し
く
元
気
で
育
む
地
区
作
り
」
を

目
標
に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

皮
切
り
と
し
て
、
子
ど
も
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
（
通
学
路
の

立
ち
番
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
下

茶
屋
地
区
の
協
力
委
員
５
名
で
自

宅
付
近
の
通
学
路
を
中
心
に
、
児

童
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
子
ど
も
に
と
っ
て
想

い
で
と
な
る
活
動
を
」
と
考
え
模

索
中
で
す
。
昨
年
度
は
公
民
館
の

協
力
の
も
と
、
下
茶
屋
花
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
題
し
、
種
ま
き
か
ら
苗

木
の
植
え
替
え
作
業
、
そ
し
て
７

月
の
納
涼
祭
で
の
区
民
の
方
へ
の

無
料
配
布
ま
で
行
い
、
大
変
喜
ば

れ
好
評
で
し
た
。

　

12
月
の
お
ん
べ
の
飾
り
作
り
も

親
子
で
工
夫
し
な
が
ら
傘
を
つ
く

り
、
素
晴
ら
し
い
お
ん
べ
と
な
り

ま
し
た
。
ど
ん
ど
焼
き
時
の
区
内

お
ふ
れ
の
歌
は
不
評
で
私
一
人
で

歌
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
の
希
望
を
中
心
に
、
P
T
A

と
協
力
し
て
楽
し
く
想
い
で
に
残

る
よ
う
な
企
画
が
で
き
る
と
幸
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
６
月
に
開
催
予
定
の
ペ

タ
ン
ク
大
会
に
子
ど
も
達
と
一
緒

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

連
休
後
半
の
5
月
5
日
、
毎
年

さ
さ
や
か
な
娯
楽
を
提
供
す
る
側

に
回
る
（
笑
）
西
鼎
鯉
の
ぼ
り
祭

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
健
康
福
祉
委
員
会
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
公
民
館
内
で
同

時
に
開
催
さ
れ
、
地
区
外
か
ら
の

来
場
者
も
多
く
、
幅
広
い
年
齢
層

が
集
ま
っ
て
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

模
擬
店
で
は
定
番
の
焼
き
そ
ば
、

か
き
氷
の
他
、
臼
と
杵
を
使
っ
た

餅
つ
き
の
実
演
に
子
ど
も
も
体
験

参
加
し
、
見
守
る
人
達
の
掛
け
声

と
笑
顔
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る

流
し
そ
う
め
ん
で
は
、
黙
々
と
食

べ
る
子
、
掬
い
上
げ
る
だ
け
で
食

べ
な
い
子
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
取
れ

て
声
を
あ
げ
る
子
…
そ
れ
ぞ
れ
の

性
格
が
顕
わ
れ
、
笑
い
声
の
絶
え

な
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
た
め
の
お
絵
か
き
コ

ー
ナ
ー
で
は
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
、

折
り
紙
な
ど
で
思
い
思
い
に
表
現

し
た
合
作
が
で
き
、
片
や
写
生
大

会
の
鯉
の
ぼ
り
の
絵
は
「
ど
れ
も

良
い
作
品
ば
か
り
」
と
皆
感
心
し

き
り
で
し
た
。

　

変
わ
り
映
え
し
な
い
お
祭
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
来
て
く
れ
た
皆

さ
ん
と
愉
し
い
時
間
を
共
有
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長
挨
拶

　

委
員
長
　
森
　
　
貴

西
鼎
鯉
の
ぼ
り
祭
り

想
い
で
つ
く
り

下茶屋

西　鼎
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５
月
18
日（
日
）に
、
天
竜
川
河

川
敷
に
て
水
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
出
水
期
を
前
に
水
防
工
法
の

知
識
及
び
基
本
的
な
技
術
を
学
び
、

水
害
発
生
時
に
は
水
防
団
と
し
て

有
効
で
的
確
な
活
動
が
行
え
る
よ

う
に
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

各
団
員
は
水
害
時
の
土
嚢
積
み

の
方
法
や
台
風
な
ど
で
水
量
増
加

等
に
よ
る
斜
面
の
削
れ
防
止
の
た

め
に
竹
な
ど
を
使
っ
た
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
張
り
等
の
訓
練
を
行
い
、
有

事
の
際
に
備
え
た
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
５
月
１
日
〜
31
日
は
防

災
・
減
災
の
取
組
み
の
一
環
と
し

て
、
梅
雨
や
台
風
の
時
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
国
民
一
人
ひ
と
り
が

水
防
の
意
義
及
び
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
毎

年
５
月
を
（
防
災
月
間
）
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
飯
田
市
消
防
技
術
大

会
は
６
月
８
日（
日
）の
開
催
と
な

り
、
例
年
と
比
較
し
て
少
し
早
い

開
催
予
定
と
な
り
ま
す
。

　

大
会
は
消
防
ポ
ン
プ
操
法
（
ポ

ン
プ
車
、
小
型
ポ
ン
プ
）
の
部
、

救
急
操
法
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、

15
分
団
か
ら
は
す
べ
て
の
部
門
に

出
場
予
定
と
な
り
ま
す
。

　

15
分
団
は
昨
年
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
で
悲
願
で
あ
っ
た
飯
田

市
大
会
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
入
団
員

を
加
え
、
各
団
員
が
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
番
員
に
取
り
組

み
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
恥
じ
な
い
よ

う
日
々
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

操
法
訓
練
に
あ
た
っ
て
は
各
団

員
、
家
庭
や
仕
事
な
ど
多
忙
な
中

で
時
間
を
作
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

操
法
訓
練
期
間
以
外
に
も
有
事
の

際
に
活
躍
の
で
き
る
団
員
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

　

有
事
の
際
に
活
躍
で
き
る
団
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
資
格
を

と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
準
中
型

免
許
、小
型
車
両
系
建
設
機
械
な

ど
）
　

気
に
な
る
方
は
お
近
く
の
消
防

団
員
、
ま
た
は
お
近
く
の
消
防
詰

所
ま
で
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

電
話
　

0
9
0
│
1
0
9
7
│
4
5
6
0

メ
ー
ル
　sum

m
ergategonow

　　

@
icloud.com

ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
風
景

小
型
ポ
ン
プ
操
法
練
習
風
景

水防訓練の様子

小
型
ポ
ン
プ
操
法
練
習
風
景

団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
度　
飯
田
市
消
防
団　
第
15
分
団　
予
算
書

飯
田
市
消
防
技
術
大
会

    

水
防
訓
練
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令
和
７
年
度
の
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
・
維
持
、

介
護
予
防
及
び
ふ
れ
あ
い
の
輪

（
和
）を
広
げ
て
い
く
『
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
』
は
、
鼎
地
区
内
６
か
所

で
毎
月
１
回
か
ら
２
回
定
期
的
に

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
の
下
山
区
民
会
館
で

行
わ
れ
て
い
る
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
健
康
ヨ
ガ
・
燦
燦
会
」』
で
は
、

病
気
に
負
け
な
い
健
康
な
体
づ
く

り
を
目
指
し
、
だ
れ
で
も
気
軽
に

行
え
る
健
康
ヨ
ガ
体
操
を
元
気
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
他
の

サ
ロ
ン
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

11
月
１
・
２
日
に
開
催
予
定
の

『
ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い
広
場
・

文
化
祭
』
は
「
手
を
つ
な
ぎ
語
り

合
っ
て
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
よ

う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

福
祉
と
健
康
に
係
る
展
示
、
高
齢

者
と
の
交
流
に
繋
が
る
絵
手
紙
作

成
コ
ー
ナ
ー
、
家
庭
や
事
業
所
で

余
っ
て
い
る
食
品
を
お
持
ち
い
た

だ
き
福
祉
団
体
・
施
設
や
必
要
な

世
帯
へ
寄
付
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
を
行
い
ま
す
。
是
非
、
ふ
れ
あ

い
広
場
へ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

見
学
・
参
加
・
体
験
や
展
示
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
福
祉
へ
の
理
解
を

深
め
、
ふ
れ
あ
い
の
喜
び
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

文
化
祭
も
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
務
運
営
部
会
で
は
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い
広
場
・

　

文
化
祭

〇
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
（
災
害

　

時
助
け
合
い
マ
ッ
プ
）
の
更
新

〇
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
取
組

〇
ひ
と
り
親
世
帯
中
学
卒
業
祝
賀

　

事
業
（
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
）

〇
健
康
福
祉
委
員
視
察
等
研
修

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

鼎
地
区
の
福
祉
課
題
や
健
康
に
つ

い
て
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　

　

地
域
健
康
福
祉
部
会
で
は
、
次

の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

〇
健
康
講
演
会

　

医
師
等
専
門
家
に
よ
る
講
演

〇
各
支
部
健
康
づ
く
り
教
室

〇
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
定
期
開
催

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
、
健
康
維

　

持
、
介
護
予
防
及
び
交
流
の
場

　

と
し
て

〇
い
き
い
き
教
室
・
鼎
公
開
講
座

　

軽
い
運
動
や
交
流
等
を
実
施

〇
募
金
箱
の
設
置
な
ど
小
さ
な
善

　

意
運
動
の
推
進

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

　

鼎
地
区
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
た
め
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

の
事
業
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
高
齢
者
と
小
中
学
生

　

を
結
ぶ
「
絵
手
紙
交
流
」　

○
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

　

へ
の
支
援
の
一
助
と
し
て

　
「
愛
の
贈
り
物
事
業
」

○
要
支
援
世
帯
の
把
握
と
見
守

　

り
訪
問
活
動

○
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
高

　

齢
者
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の

　

場
を
作
る
「
外
出
支
援
事
業
」

○
高
齢
者
と
子
ど
も
達
と
の
交
流

　

の
場
を
創
出
す
る
「
世
代
間
交

　

流
事
業
」

　

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
運
営
部
会
の

　
　
　
　

取
り
組
み　
　
　

　
　

総
務
運
営
部
会
長
　
　
　
　

　
　

（
下
茶
屋
）
加

藤

善

弘

福
祉
へ
の
理
解
と
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に

委
員
長
（
下
山
）
北

原

康

彦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長
　
　
　
　

（
上
茶
屋
）
原
　
恵
美
子

地
域
健
康
福
祉
部
会
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
　
　

地
域
健
康
福
祉
部
会
長
　
　
　
　

（
名
古
熊
）
近

藤

　
健

ふれあい広場・文化祭（かなえる会） ふれあいサロン（下山燦燦会）

世代間交流事業
（東鼎･囲碁ボール） フードドライブ

ふれあい広場・文化祭（絵手紙作成）
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執
行
部

（
区
長
委
員
長
会･

地
域
振
興
部
会
）

会　
　

長 

　

名
古
熊
前
区
長　

奥
村　

充
由

副
会
長
（
総
括
） 

　

中
平
区
長　
　
　

戸
﨑　
　

敬

副
会
長
（
会
計
） 

　

東
鼎
区
長　
　
　

小
木
曽　

学

総
務
文
教
部
長 

　

上
山
区
長　
　
　

牧
島　

龍
雄

総
務
文
教
副
部
長

　

上
茶
屋
区
長　
　

木
下　

浜
生

総
務
文
教
部

　

切
石
副
区
長　
　

小
澤　

澄
子

　

一
色
副
区
長　
　

武
田　

忠
男

　

下
山
副
区
長　
　

林　
　

善
次

　

特
別
委
員　
　
　

佐
々
木
博
子

　

特
別
委
員　
　
　

長
沼
や
え
子

産
業
経
済
部
長

　

一
色
区
長　
　
　

須
山　

一
博

産
業
経
済
副
部
長

　

西
鼎
区
長　
　
　

関
口　
　

明

産
業
経
済
部

　

名
古
熊
副
区
長　

小
林　

精
市

　

下
茶
屋
副
区
長　

木
下　

雅
夫

　

特
別
委
員　
　
　

小
平　
　

彰

　

特
別
委
員　
　
　

熊
谷　

英
人

　

特
別
委
員　
　
　

小
林　

秀
夫

建
設
部
長

　

切
石
区
長　
　
　

前
澤　

清
隆

建
設
副
部
長

　

下
山
区
長　
　
　

木
下　

克
志

建
設
部

　

東
鼎
副
区
長　
　

宮
澤　

賢
二

　

上
茶
屋
副
区
長　

吉
澤　

恒
人

自
主
防
災
部
長

　

名
古
熊
区
長　
　

奥
村　

仁
司

自
主
防
災
副
部
長

　

上
山
副
区
長　
　

橋
本　

義
哉

自
主
防
災
部

　

西
鼎
副
区
長　
　

原　
　

章
好

　

中
平
副
区
長　
　

伊
藤　

利
英

　

特
別
委
員　
　
　

古
川　
　

仁

広
報
部
長

　

下
茶
屋
区
長　
　

松
澤　

政
明

広
報
副
部
長
（
兼
）

　

上
茶
屋
副
区
長　

吉
澤　

恒
人

広
報
部　

各
区
副
区
長 

生
活
安
全
委
員
長　

下
平　

泰
人

子
ど
も
を
育
む
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　

貴 

健
康
福
祉
委
員
長　

北
原　

康
彦

環
境
衛
生
委
員
長　

塚
平　

英
治

公
民
館
・
教
育
文
化
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

笹　
　

行
夫

顧
問　

前
会
長　
　

前
田　

雄
二

監
事　

一
色
区　
　

本
島　

文
男

監
事　

下
茶
屋
区　

熊
谷　

廣
光

生
活
安
全
委
員
会

委
員
長 

　

上
茶
屋　
　
　
　

下
平　

泰
人

副
委
員
長
・
会
計

　

西　

鼎　
　
　
　

柳
平　
　

兆

副
委
員
長

　

一　

色　
　
　
　

北
澤　

直
志

支
部
長

　

下　

山　
　
　
　

原　
　

典
雄

　

東　

鼎　
　
　
　

村
上　
　

昇

　

下
茶
屋　
　
　
　

関
島　

守
夫

　

中　

平　
　
　
　

黒
河
内
守
仁

　

切　

石　
　
　
　

松
本　
　

剛

　

上　

山　
　
　
　

池
戸　

勝
志

　

名
古
熊　
　
　
　

森
下　

春
記

女
性
部
長　
　
　
　

黒
河
内
彰
美

女
性
部
副
部
長　
　

多
田　

宏
美

子
ど
も
を
育
む
委
員
会

委
員
長

　

一　

色　
　
　
　

森　
　
　

貴

副
委
員
長
・
会
計

　

下
茶
屋　
　
　
　

平
澤　

忠
広

副
委
員
長

　

上
茶
屋　
　
　
　

山
田
し
の
ぶ

支
部
長

　

下　

山　
　
　
　

片
桐　
　

泰

　

東　

鼎　
　
　
　

安
藤　

浩
治

　

西　

鼎　
　
　
　

田
中　
　

亨

　

中　

平　
　
　
　

長
沼　

栄
二

　

切　

石　
　
　
　

吉
川　

昌
彦

　

上　

山　
　
　
　

大
藏　

和
幸

　

名
古
熊　
　
　
　

伊
原　

貫
司
　

健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長

　

下　

山　
　
　
　

北
原　

康
彦

副
委
員
長
・
会
計

　

切　

石　
　
　
　

村
澤
博
富
美

副
委
員
長

　

一　

色　
　
　
　

加
藤　

雅
芳

支
部
長

　

東　

鼎　
　
　
　

池
田
謙
一
郎

　

西　

鼎　
　
　
　

多
田　

尚
登

　

下
茶
屋　
　
　
　

加
藤　

善
弘

　

中　

平　
　
　
　

桜
井　

陽
子

　

上
茶
屋　
　
　
　

原　

恵
美
子

　

上　

山　
　
　
　

山
崎
り
え
子

　

名
古
熊　
　
　
　

近
藤　
　

健

環
境
衛
生
委
員
会

委
員
長

　

上
茶
屋　
　
　
　

塚
平　

英
治

副
委
員
長
・
会
計

　

下
茶
屋　
　
　
　

鈴
木　

亮
弘

副
委
員
長

　

中　

平　
　
　
　

仲
田　

伸
久

飯
田
市
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員

　

中　

平　
　
　
　

櫻
井　

彰
博

支
部
長

　

下　

山　
　
　
　

小
平　
　

彰

　

東　

鼎　
　
　
　

白
木　

郁
夫

　

西　

鼎　
　
　
　

前
澤　

秀
夫

　

切　

石　
　
　
　

河
地　

俊
宣

　

上　

山　
　
　
　

楯　
　

賢
蔵

　

一　

色　
　
　
　

岡
島　
　

治

　

名
古
熊　
　
　
　

常
盤　

敏
裕

　

女
性
部
長　
　
　

深
尾　

昌
代

　

女
性
部
副
部
長　

土
屋　

泰
子

公
民
館
・
教
育
文
化
委
員
会

委
員
長
（
公
民
館
長
）

　

名
古
熊 

　

笹　
　

行
夫

副
委
員
長
（
分
館
長
会
長
）

　

一　

色 

　

西
村　

伸
吾

副
委
員
長
・
会
計（
分
館
長
副
会
長
）

　

東　

鼎 

　

米
山　

和
彦

支
部
長
（
分
館
長
）

　

下　

山 

　

水
野　

和
幸

　

西　

鼎 

　

中
島　

浩
幸

　

下
茶
屋 

　

糊
倉　

健
次

　

中　

平 

　

黒
河
内
隆
史

　

上
茶
屋 

　

山
田　

英
樹

　

切　

石 

　

仲
田　
　

明

　

上　

山　
　
　
　

伊
坪　

宗
夫

　

名
古
熊 

　

小
林　

真
一

広
報
か
な
え
編
集
委
員

委
員
長　
　
　
　

松
澤　

政
明

副
委
員
長　
　
　
　

吉
澤　

恒
人

生
活
安
全
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

典
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　
　

剛

子
ど
も
を
育
む
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
藏　

和
幸

健
康
福
祉
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

雅
芳

　
　
　
　
　
　
　
　

村
澤
博
富
美

環
境
衛
生
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

仲
田　

伸
久

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

亮
弘

令
和
7
年
度 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
関
係
役
員
名
簿
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団
体
役
員
名
簿

鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・

　
鼎
公
民
館
の
職
員
体
制

鼎
地
域
協
議
会
委
員

鼎の人口・世帯数 飯田市の人口・世帯数

公
民
館
・
教
育
文
化
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

善
子

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

勝
司

消
防
団　
　
　
　
　

田
澤　

智
也

　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

孝
平

会　
　

長　
　
　
　

安
田　

完
爾

副
会
長　
　
　
　

鈴
木　

好
雄

委　
　

員　
　
　
　

奥
村　

充
由

委　
　

員　
　
　
　

戸
﨑　
　

敬

委　
　

員　
　
　
　

小
木
曽　

学

委　
　

員　
　
　
　

唐
澤　

美
子

委　
　

員　
　
　
　

片
桐　

由
美

委　
　

員　
　
　
　

福
澤　

豊
子

委　
　

員　
　
　
　

山
本
美
智
子

委　
　

員　
　
　
　

萱
垣
美
和
子

委　
　

員　
　
　
　

木
下　

善
文

委　
　

員　
　
　
　

黒
河
内
彰
美

委　
　

員　
　
　
　

森　
　
　

貴

委　
　

員　
　
　
　

北
原　

康
彦

委　
　

員　
　
　
　

深
尾　

昌
代

委　
　

員　
　
　
　

笹　
　

行
夫

委　
　

員　
　
　
　

北
澤　

未
来

委　
　

員　
　
　
　

長
沼
や
え
子

委　
　

員　
　
　
　

桑
田　

佳
宏

委　
　

員　
　
　
　

五
十
君
親
彦

委　
　

員　
　
　
　

牧
野
内
康
裕

民
生
児
童
委
員

会　

長　

下
茶
屋　

多
田　

雅
幸

副
会
長　

上　

山　

田
畑　

久
雄

副
会
長　

上　

山　

山
本
美
智
子

会　

計　

名
古
熊　

関
島　
　

学

委　

員

　

下　

山　
　
　
　

杉
山　

伸
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

服
部
多
喜
子

　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　

敬
子

　

東　

鼎　
　
　
　

関
口　

收
司

　

西　

鼎　
　
　
　

御
薗
生
睦
子

　

中　

平　
　
　
　

渡
辺　

吉
博

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

貴
子

　
　
　
　
　
　
　
　

池
内　

弘
江

　

上
茶
屋　
　
　
　

村
井　

一
喜

　

切　

石　
　
　
　

中
島　

千
文

　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾
由
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
勢
津
子

　

上　

山　
　
　
　

萱
垣
寿
満
子

　

一　

色　
　
　
　

吉
村　

美
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

白
澤　

孝
子

　

名
古
熊　
　
　
　

関
島　

孝
文

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

清
子

主
任
児
童
委
員　
　

坂
巻　

敏
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

芳
子

赤
十
字
奉
仕
団
鼎
分
団

分
団
長　
　
　
　

小
澤　

嘉
惠

副
分
団
長　
　
　
　

林　
　

善
夫

副
分
団
長
（
会
計
）
本
島　

優
子

監　
　

事　
　
　
　

福
澤　

豊
子

監　
　

事　
　
　
　

桐
生　

好
子

分
団
役
員
（
◎
班
長
）

　

下　

山　
　
　

◎
新
井　

啓
子

　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

幸
子

　

東　

鼎　
　
　

◎
小
木
曽
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

祐
子

　

西　

鼎　
　
　

◎
安
田　
　

剛

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　
　

実

　

下
茶
屋　
　
　

◎
関
島　

享
子

　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

啓
子

　

中　

平　
　
　

◎
松
枝　

大
介

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

恵

　

上
茶
屋　
　
　

◎
中
島
香
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

純
子

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
香
代
子

　

切　

石　
　
　

◎
池
田　

美
里

　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

敦
子

　

上　

山　
　
　

◎
多
田　

政
代

　
　
　
　
　
　
　
　

谷　
　

亮
二

　

一　

色　
　
　

◎
牧
野
内　

寿

　
　
　
　
　
　
　
　

白
澤　

孝
子

　

名
古
熊　
　
　

◎
宮
下　

直
美

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

美
佳

無
線
ク
ラ
ブ

会　
　

長　
　
　
　

小
西　

盛
登

副
会
長　
　
　
　

中
島　

弘
貴

会　
　

計　
　
　
　

関
嶋　

政
治

総　
　

務　
　
　
　

伊
藤　

由
広

監　
　

事　
　
　
　

福
澤　

宣
紘

消
防
団
第
15
分
団

分
団
長　
　
　
　

古
瀬　

俊
明

副
分
団
長　
　
　
　

田
澤　

智
也

庶
務
部
長　
　
　
　

松
尾　

裕
太

消
防
部
長　
　
　
　

今
村　

孝
平

庶
務
班
長　
　
　
　

林　
　

亮
介

諸
　
団
　
体

鼎
小
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

大
野　

英
彦

　

学
校
長　
　
　
　

竹
村　

信
之

鼎
中
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

熊
谷　

和
也

　

学
校
長　
　
　
　

北
原　

文
雄

鼎
壮
年
団
長　
　
　

桑
田　

佳
宏

　

副
団
長　
　
　
　

鈴
木　

亮
平

　

副
団
長　
　
　
　

小
原　

達
彦

人
権
擁
護
委
員
　

　

上　

山　
　
　
　

細
井
ひ
ろ
み

鼎
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

所　
　

長　
　
　
　

和
泉　

忠
志

主　
　

査　
　
　
　

田
中　

俊
彦

主　
　

査　
　
　
　

伊
藤　

真
悟

主　
　

事　
　
　
　

原　
　

涼
歌

会
計
年
度
任
用
職
員　

河
井　

美
香

会
計
年
度
任
用
職
員　

岩
下　

優
子

保
健
師　
　
　
　

吉
川　

貴
子

保
健
師　
　
　
　

原　
　

里
奈

鼎
公
民
館

館　
　

長　
　
　
　

笹　
　

行
夫

公
民
館
主
事　
　
　

伊
藤　
　

愛

管
理
係　
　
　
　
　

宮
島　

有
子

学
習
支
援
係　
　
　

坂
田　

寛
子

男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数

※  住民基本台帳法の改正に伴い、「人口および世帯数」には外国人住民の方を含みます。

（
定
数
２１
）

6,331
▲ 49
6,282
▲ 20
6,262

6,691
▲ 59
6,632
▲ 18
6,614

13,022
▲ 108
12,914
▲ 38
12,876

5,477
30

5,507
60

5,567

46,752
▲ 541
46,211
▲ 578
45,633

49,910
▲ 658
49,252
▲ 667
48,585

96,662
▲ 1,199
95,463
▲ 1,245
94,218

40,297
99

40,396
38

40,434

令和５年４月末
増減

令和６年４月末
増減

令和７年４月末

基準日
及び増減

【地区の人口と世帯数】


